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若
竹
小
学
校 

閉
校
式�

四
十
七
年
間
の
歴
史
に
終
止
符�

  在校児童によりお別れの言葉が贈られた。「若竹小ありがとう。いつまでも忘れません」�

式典参列者全員で国歌斉唱� 町長に校旗を返還する小栗翔太くん�

若竹小の顔である思い出の看板�  若竹小で最後の卒業生となった阿部雄真くん（左）と加藤怜奈さん（右）� 櫛引校長から最後の卒業証書が手渡される�



若
竹
小
学
校
閉
校
式

昭
和
三
十
四
年
の
開
校
以
来
一
四

四
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
中
標

津
町
立
若
竹
小
学
校
は
、
四
十
七
年

間
の
長
い
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、

平
成
十
八
年
三
月
十
八
日
を
以
っ
て

閉
校
と
な
っ
た
。

こ
の
日
は
、
若
竹
小
学
校
で
最
後

と
な
る
第
四
十
七
回
卒
業
式
、
閉
校

記
念
式
典
、
惜
若
礼
（
お
わ
か
れ
）

の
会
が
挙
行
さ
れ
、
在
校
児
童
、
同

窓
生
、
地
域
関
係
者
約
二
百
名
が
集

い
、
多
く
の
思
い
出
が
刻
ま
れ
た
若

竹
小
学
校
と
の
別
れ
を
告
げ
た
。

閉
校
記
念
式
典
で
は
、
出
席
者
全

員
に
よ
る
国
歌
、
校
歌
斉
唱
に
よ
り

開
会
さ
れ
、
中
標
津
町
教
育
委
員
会

近
野
委
員
長
よ
り
「
時
代
を
担
う
子

供
た
ち
の
た
め
に
本
日
を
以
っ
て
閉

校
し
ま
す
」
と
の
告
示
を
受
け
た
。

学
校
長
挨
拶
で
は
「
少
な
い
児
童

数
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
熱
意
を

感
じ
る
学
校
で
し
た
。
こ
の
た
び
の

閉
校
は
、
子
供
た
ち
に
、
よ
り
良
い

環
境
を
考
え
て
の
決
断
で
す
」
と
話

さ
れ
、
若
竹
小
閉
校
実
行
委
員
会
を

代
表
し
て
柵
木
真
喜
夫
委
員
長
か
ら

�� 若竹小学校閉校�

実行委員会を代表して柵木真喜夫委員長挨拶

若竹小閉校を告げる近野教育委員長 実行委員長より長谷川正美さんへ感謝状の贈呈 記念式典にて挨拶する西澤町長

記念式典には地域や学校関係者など約200名を集め、若竹小との最後の別れを告げた
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は
「
地
域
の
独
自
性
を
生
み
出
し
た

の
は
小
学
校
で
し
た
。
子
供
た
ち
や

父
兄
も
若
竹
小
学
校
で
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
」
と
話
さ
れ
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
や
思
い
出
を
胸
に
閉
校
を

惜
し
む
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
る
挨
拶

と
な
っ
た
。

ま
た
、
小
学
校
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
長
谷
川
正
美
さ
ん
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
長
谷
川
さ
ん
も
「
こ
れ

か
ら
子
供
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ

え
な
い
と
思
う
と
、と
て
も
寂
し
い
」

と
の
胸
中
が
語
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
在
校
生
を
代
表
し
て
小

栗
翔
太
く
ん
（
五
年
生
）
か
ら
校
旗

の
返
還
が
行
わ
れ
、
地
域
と
と
も
に

歩
ん
だ
四
十
七
年
間
の
歴
史
や
思
い

出
が
染
み
込
む
若
竹
小
学
校
の
校
旗

が
西
澤
町
長
へ
手
渡
さ
れ
た
。

最
後
は
、
若
竹
小
学
校
全
児
童
か

ら
お
別
れ
の
言
葉
が
贈
ら
れ
「
楽
し

か
っ
た
運
動
会
、
学
芸
会
な
ど
。
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
地
域

の
み
ん
な
と
の
い
い
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
若
竹

小
学
校
あ
り
が
と
う
。
ぼ
く
た
ち
、

わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ

ま
せ
ん
」
と
の
言
葉
で
閉
校
記
念
式

典
が
閉
会
さ
れ
た
。

47年間の歴史に終止符�47年間の歴史に終止符�

「ありがとう」のアーチが飾られた
卒業式・式典会場

在校児童に若竹小での思い出を語る卒業生 在校児童より記念の花束が贈られて 卒業式での最後となる校歌斉唱

PTAを代表して小栗和夫会長挨拶（卒業式）

卒業生との悲しい別れを告げる櫛引校長
（卒業式）

父兄や学校関係者に見守られ、若竹小から旅立つ二人の卒業生
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50周年を迎え、
消費拡大運動など組織的な活動を期待して

～ＪＡ計根別女性部第50回通常総会～

女
性
部
で
は
、
記
念
す
べ
き
第
五
十
回
と
な

る
通
常
総
会
を
三
月
二
十
二
日
農
協
第
二
、
三

会
議
室
に
て
盛
大
に
開
い
た
。

総
会
に
は
、
部
員
五
十
三
名
が
出
席
。

西
丸
部
長
か
ら
「
昨
年
は
色
々
あ
り
ま
し
た

が
、
部
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
一
年
を

過
ご
せ
ま
し
た
」
と
の
挨
拶
に
よ
り
開
会
さ
れ

た
。
来
賓
を
代
表
し
て
纐
纈
組
合
長
は
「
と
て

も
厳
し
い
酪
農
情
勢
で
す
が
、
計
根
別
は
皆
様

の
手
腕
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
十
周

年
を
迎
え
、
が
築
い
た
堅
実
な
酪
農
経
営
の
主

役
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
今
後
の
女
性
部
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
普
及
セ

ン
タ
ー
広
瀬
所
長
、
地

区
女
性
協
水
沼
会
長
、

青
年
部
宍
戸
部
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
頂
い

た
。議

事
に
移
る
と
、
女

性
部
長
か
ら
の
推
薦
に

よ
り
末
広
香
さ
ん
（
大

成
）
が
議
長
を
務
め
、
事
業
報
告
や
計
画
な
ど

ス
ム
ー
ズ
な
議
事
進
行
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、

三
層
活
動
の
充
実
、
仲
間
づ
く
り
の
推
進
、
家

計
簿
記
帳
な
ど
の
取
り
組
み
事
項
が
提
案
さ

れ
、
そ
の
な
か
で
も
設
立
五
十
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
と
な
る
記
念
事
業
や
厳
し
い
時
代
に

立
ち
向
か
う
消
費
拡
大
運
動
の
更
な
る
強
化
を

目
指
し
て
、女
性
部
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
は
、
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
、

部
員
全
員
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

記
念
事
業
の
内
容
が
検
討
さ
れ
、
式
典
や
研
修

な
ど
部
員
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
貴
重
な
意
見
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

午
後
か
ら
は
、
五
十
周
年
を
記
念
し
た
基
調

講
演
が
行
わ
れ
、
家
の
光
協
会
大
竹
氏
を
講
師

に
招
き
「
ワ
ク
ワ
ク
女
性
部
で
、
い
き
い
き
ラ

イ
フ
」
と
題
し
た
講
演
と
な
り
、
大
竹
氏
の
巧

み
な
話
術
や
ゲ
ー
ム
で
参
加
者
を
魅
了
、
本
題

で
あ
る
女
性
部
活
動
や
組
織
の
在
り
方
な
ど
を

楽
し
く
学
び
、
大
好
評
と
な
る
講
演
会
と
な
っ

た
。

6

記念すべき第50回総会に臨む
三役と議長

出席者による女性部綱領朗唱開会を告げる西丸部長の挨拶提出議案の説明を聞く出席者纐纈組合長の挨拶。
女性部に大きな期待を…

スムーズに議事を進める議長、
末広香さん（大成）

総会終了後、宍戸委員長により
50周年事業の検討がなされた

基調講演の講師を務めた大竹氏講演中にゲームを交えて
参加者を魅了Z



JAけねべつ  金融課
吉川・成戸

TEL 0153-78-2111詳しい商品内容、お問い合わせはこちらまで!!
どんな些細な事でもお気軽にご相談ください!!

心よりお待ち申し上げております。

平成18年４月１日より商品金利が一部上がりました。

スーパー定期
300万円未満

スーパー定期
300万円以上

大 口 定 期
1000万円以上

0.02％
(0.02％)
0.02％
(0.02％)
0.02％
(0.02％)

1年未満
0.06％
(0.03％)
0.06％
(0.03％)
0.06％
(0.03％)

1年以上
0.08％
(0.04％)
0.08％
(0.04％)
0.15％
(0.04％)

2年以上
0.15％
(0.07％)
0.15％
(0.07％)
0.25％
(0.07％)

3年以上
0.23％
（0.10％）
0.25％
（0.10％）
0.35％
（0.10％）

5年以上

定 期 積 金
0.06％
(0.03％)

3年未満
0.08％
(0.05％)

3年以上

7

記念事業と消費拡大運動に積極的な活動が期待される
～第50回ＪＡ根室地区女性部協議会通常総会～

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
部
協
議
会
で
は
、

第
五
十
回
を
数
え
る
通
常
総
会
を
三
月
二

十
四
日
、
中
標
津
町
根
室
農
業
会
館
に
て

開
い
た
。

総
会
は
、
水
沼
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
開

会
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
決
算
（
案
）
の
設
定
、
平
成

十
八
年
度
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法
（
案
）

な
ど
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
区
女
性
協
で
は
本
年
度
設
立

五
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、

記
念
事
業
や
消
費
拡
大
事
業
へ
の
積
極
的

な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性
部

よ
り
水
沼
和
子
（
大
成
）
さ
ん
が
会
長
、

西
丸
ア
ヤ
子
（
上
標
津
）
さ
ん
が
監
事
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
再
任
が
決
定
さ
れ
た
。

議案書を真剣な眼差しで見つめる出席部員地区女性協三役。新執行体制により新年度のスタート

管内女性部が勢揃いZ
新年度も積極的な活動が期待される
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影山 健一（養老牛支部）�
S49.３.８生  32歳�

Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．野球、バレーボール�
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？�
Ａ２．パチスロの目押し（でも、なかなか勝てない）�
Ｑ３．好みの女性は？�
Ａ３．菅山かおる　姫（全日本代表）�
Ｑ４．将来の目標は？�
Ａ４．億万長者Z�
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？�
Ａ５．農協野球部でＷＢＣ出場？観戦かな？�
Ｑ６．友達を紹介してください�
Ａ６．田中洋希くんです。�
Ｑ７．なぜ田中くんを選んだのですか？�
Ａ７．農協青年部での大先輩だから…�
�

Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．野球、バレーボール�
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？�
Ａ２．パチスロの目押し（でも、なかなか勝てない）�
Ｑ３．好みの女性は？�
Ａ３．菅山かおる　姫（全日本代表）�
Ｑ４．将来の目標は？�
Ａ４．億万長者Z�
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？�
Ａ５．農協野球部でＷＢＣ出場？観戦かな？�
Ｑ６．友達を紹介してください�
Ａ６．田中洋希くんです。�
Ｑ７．なぜ田中くんを選んだのですか？�
Ａ７．農協青年部での大先輩だから…�
�

年部　　　版�

青
年
部
上
標
津
支
部
で
は
、
部
員
自

ら
が
乳
質
改
善
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
高
品
質
な
生
乳
生
産
に
よ
り
、

消
費
者
へ
安
心
と
安
全
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
三
月
十

日
農
協
和
室
に
て
乳
質
改
善
講
習
会

を
開
い
た
。

講
習
会
に
は
部
員
三
〇
名
が
出
席
。
講
師
と
し
て
営
農
部
生
産
課
高

橋
課
長
を
招
き
、
生
乳
緊
急
抑
制
対
策
、
生
乳
汚
染
事
故
、
乳
質
改
善
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
な
ど
幅
広
い
内
容
で
講
義
を
受
け
た
。

質
疑
に
移
る
と
出
席
者
か
ら
「
四
月
か
ら
の
生
乳
生
産
は
ど
う
な
る

の
で
す
か
」「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
の
記
帳
は
ど
こ
ま
で
必
要
な
の
で

す
か
」「
こ
の
制
度
は
全
国
的
に
取
り
組
む
の
で
す
か
」
な
ど
生
産
抑

制
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に
話
題
が
集
中
。
厳
し
い
酪
農
情
勢
に

直
面
し
た
部
員
の
本
音
を
聞
く
こ
と
と
な
っ
た
。

最
後
は
、高
橋
係
長
か
ら「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
も
農
薬
や
医
薬

品
を
適
切
に
使
用
す
れ
ば
食
品
に
残

留
す
る
こ
と
は
な
い
」と
の
力
強
い

言
葉
で
閉
会
さ
れ
、生
乳
生
産
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
高
め
る
有

意
義
な
講
習
会
と
な
っ
た
。

ＪＡ計根別青年部乳質改善講習会�
�

講師：生産課 高橋課長

講習会を担当する上標津支部を代表して久保拡伸くんが開会挨拶

熱心に講義を受ける参加者
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　今月の逸品館は、伝説の限定モデル“モンキー（ゴ
ールドメッキ仕様）”の紹介です。�
　この逸品は、ある組合員さんのＤ型ハウスに息を
潜め、大切に保管されておりました。�
　ホンダ・モンキーとは、レジャーバイクの先駆け
として昭和42年３月発売。以来、17年間ユニークな
スタイルと手軽さから、幅広いユーザーに大好評。�
　また、限定モデルのモンキーは、主要部分にゴー
ルドメッキを施した高級感あふれる外観デザインに
加え、出力を向上した空冷４サイクルOHC単気筒エ
ンジンを搭載。さらに、クラッチは手動式、変速機
構は４段リターン式を採用し、スポーツ感覚が楽し
めるレジャーバイクとしてより充実したものとなった。�
　当時国内でも5,000台しか生産されなかったという
逸品、販売と同時に即完売となるほどの人気であり、
個性派レジャーバイクとしての頂点を極めました。�
�

モンキー　ゴールドメッキ仕様�

年　　式／昭和59年９月　購入価格／130,900円�

エンジン／空冷4ストOHC2バルブ　馬力／推定3.1PS�

排 気 量／49CC　車　重／58㎏�

営
農
課
で
は
、
酪
農
後
継
者
で
あ
る
若
年
層
を

対
象
と
し
て
、
税
務
に
関
す
る
知
識
の
向
上
を
図

る
べ
く
、
三
月
二
十
三
日
農
協
第
二
会
議
室
に
て

税
務
講
習
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、組
合
員
や
後
継
者
ら
十
三
名
が
出
席
。

営
農
課
川
目
係
長
の
講
師
に
よ
り
講
習
会
が
進
め

ら
れ
、組
勘
取
引
内
容
や
資
産
台
帳
の
見
方
な
ど
、

税
務
の
初
歩
的
な
部
分
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、消
費
税
額
を
計
算
す
る
テ
ス
ト
が
用
意

さ
れ
、参
加
者
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
電
卓
を
扱
い
、

自
ら
の
収
支
内
容
を
用
い
て
税
額
を
算
出
し
た
。

最
後
に
、
税
務
に
関
す
る
知
識
も
個
人
差
が
あ

る
よ
う
で
、
若
年
層
を
中
心
に
酪
農
経
営
の
基
礎

と
な
る
組
勘
や
税
の
仕
組
み
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
も
の
も
多
く
、
こ

れ
を
機
会
に
講
習
会
な
ど
継
続
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

慣れない電卓と数字に悪戦苦闘Z

参加者それぞれに悩みも多く、時には個別指導も… 組勘取引内容の理解に戸惑う出席者
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白黒通信�
計根別乳牛改良連合会�

育成や乾乳牛の大切さを学んだ研修会
東部地区同志会農場視察　 須崎　智裕（東西竹）

家
族
経
営
中
心
の
酪
農
が
、
魅
力
あ

る
職
業
で
あ
る
た
め
に
、
安
定
し
た
酪

農
経
営
と
継
続
を
目
指
し
て
、
三
月
二

十
七
日
ま
た
新
た
な
組
合
員
さ
ん
が
家

族
協
定
調
印
式
を
迎
え
た
。

家
族
協
定
と
は
、
家
族
一
人
一
人
の

役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
欲
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
就
業
条
件
、
農

作
業
や
家
事
な
ど
の
役
割
分
担
を
書
面

で
交
わ
し
、
円
満
で
民
主
的
な
家
族
経

営
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
の
家
族
協
定
は
、
経
営
移

譲
を
し
た
宍
戸
喜
美
さ
ん
、
ト
ヨ
子
さ

ん
（
大
成
）。
後
継
者
で
あ
る
一
哉
さ

ん
、
留
美
さ
ん
の
ご
家
族
で
す
。

調
印
式
は
、
纐
纈
組
合
長
と
地
区
担
当
農
業
委
員
で
あ
る
加
藤
和
広
さ
ん

（
大
成
）
立
会

い
の
も
と
、
家

族
の
共
通
目
標

が
定
め
ら
れ
、

お
互
い
の
協
定

内
容
を
確
認
、

そ
れ
ぞ
れ
が
協

定
書
へ
捺
印
さ

れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
三
日
、
東
部
地
区
同
志
会
が

主
催
す
る
農
場
視
察
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

視
察
先
は
標
津
町
の
木
村
牧
場
。
育
成

や
乾
乳
期
の
飼
養
管
理
技
術
を
学
ぶ
と
い

う
目
的
で
、
同
志
会
員
や
家
族
を
含
む
十

五
名
で
の
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

視
察
で
は
、
昨
年
十
二
月
に
建
設
さ
れ

た
育
成
、
乾
乳
舎
の
説
明
を
受
け
、
実
際

に
そ
の
牛
舎
を
見
学
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
牛
舎
施
設
は
、
分
娩
房
四
箇
所
、
育

成
も
月
齢
に
分
け
て
五
箇
所
に
仕
切
ら

れ
、
最
先
端
の
技
術
が
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
総
額
で
五
、
〇
〇
〇
万
円
の

投
資
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
施
設
内
に
は
、
自
動
哺
乳
器
（
哺
乳
期
間
七
〇
日
）
が
設
置
さ
れ
、
隣
の

バ
ー
ン
に
は
哺
育
牛
の
増
頭
に
合
わ
せ
て
自
動
哺
乳
器
を
併
設
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

も
確
保
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
哺
育
ス
ペ
ー
ス
に
は
保
温
効
果
を
持
つ
カ
ー
テ
ン
や
ス
ト
ー
ル
に
低

反
発
製
の
枕
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
乳
牛
に
対
す
る
快
適
な
飼
養
環
境
が
整
備
さ

れ
た
素
晴
ら
し
い
施
設
で
し
た
。

最
後
に
、
広
く
て
綺
麗
な
牛
舎
で
牛
も
伸
び
伸
び
と
し
て
お
り
、
育
成
や
乾
乳

期
に
お
け
る
飼
養
管
理
の

大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
で�

　
　
　
　
　
　
明
る
い
家
族
経
営
を�

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
で�

　
　
　
　
　
　
明
る
い
家
族
経
営
を�

宍
戸
さ
ん
ご
家
族
が
家
族
協
定
締
結�

視察に参加した東部地区同志会々員と家族月齢や分娩に合わせた快適な牛舎

自動哺乳器とカーテンが設置された
哺育スペース

四箇所が設けられた
分娩房

家族協定を迎えた宍戸さんご家族

協定内容を確認する宍戸一哉さん、留美さん

纐纈組合長から記念品贈呈
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中
標
津
農
業
高
等
学
校
で
は
、
牛
乳
・
乳
製
品

の
消
費
拡
大
事
業
の
一
環
と
し
て
、
本
校
で
商
品

開
発
し
た
蜂
蜜
入
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
三
月
十

五
日
Ａ
コ
ー
プ
店
内
で
販
売
し
た
。

当
日
は
、
Ａ
コ
ー
プ
を
訪
れ
る
買
物
客
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
生
徒
自
ら
で
作
っ
た
新
商
品
の

ア
イ
ス
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。
こ
の
ア
イ
ス
は

店
内
で
も
同
時
に
販
売
さ
れ
、
お
昼
時
に
は
用
意

さ
れ
た
ア
イ
ス
も
全
て
完
売
、
先
生
や
生
徒
も
好

調
な
売
れ
行
き
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
さ
ら

に
、
生
徒
が
農
協
事
務
所
内
に
試
食
用
の
ア
イ
ス

を
持
参
し
、
組
合
員
や
職
員
に
も
ア
イ
ス
の
出
来

栄
え
を
披
露
す
る
な
ど
、
試
食
し
た
職
員
か
ら

「
と
て
も
美
味
し
い
」
と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
も
地
元
地
域
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
牛

乳
・
乳
製
品
の
消
費
が
少
し
で
も
伸
び
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
研
修
生
と
し
て
計
根
別
に
来
た
の
は
平
成
十
七
年
十
二
月
。
研
修
先
は
、
計

根
別
地
区
の
伊
藤
利
博
牧
場
さ
ん
で
す
。
こ
こ
で
は
、
主
に
搾
乳
作
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
研
修
仲
間
や
農
協
、
組
合
員
さ
ん
と
も
親
し

く
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

先
日
も
二
月
十
九
日
に
農
協
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
〝
か
ま
く
ら
〞
の
完
成
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
か
ま
く
ら
の
企
画
・
製
作
は
、パ
ー
テ
ィ
ー
主
催
者

の『
五
郎

Ｓ
会
』（
会
長

太
田

誠
さ
ん
）
で
し
た
。
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
私
た
ち
酪

農
研
修
生
が
『
も
っ
と
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
し
た
い
』『
日
頃
の
恩
返
し
を
し

た
い
』
と
い
う
思
い
か
ら
か
ま
く
ら
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

か
ま
く
ら
づ
く
り
も
連
日
の
吹
雪
や
寒
風
の

中
で
行
わ
れ
、
ス
コ
ッ
プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を

使
い
大
変
な
作
業
が
続
き
ま
し
た
が
、〝
初
志
貫

徹
〞を
合
言
葉
に
メ
ン
バ
ー
が
一
致
団
結
し
て

見
事
に
完
成
、当
日
の
お
披
露
目
を
迎
え
ま
し
た
。

完
成
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
製
作
を
担
当
し
た
酪
農
研

修
生
や
協
力
し
て
頂
い
た
組
合

員
さ
ん
、
職
員
ら
約
二
十
名
の

参
加
を
頂
き
、
牛
乳
鍋
や
焼
肉

を
囲
ん
で
、
こ
れ
ま
で
の
労
を

労
い
ま
し
た
。

今
後
も
『
五
郎

Ｓ
会
』
を

通
じ
て
、
地
域
活
動
へ
の
積
極

的
な
参
加
や
自
ら
も
催
し
物
を

検
討
す
る
な
ど
、
こ
れ
を
機
会

に
様
々
な
形
で
計
根
別
地
域
と

の
交
流
を
深
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

����
����酪農�

研修生  �
寄稿�

か
ら
の

か
ら
の�

�

酪農�
研修生  �
寄稿�

上野　宜重�

か
ら
の

か
ら
の�

�

酪農�
研修生  �
寄稿�

か
ら
の�

�

シリーズ①�

Aコープ店内で試食する大沢智子さん（本別）

上野くんの自信作〝五郎
,
S会〟と書かれた巨大プリン

〝かまくら〟の完成を祝してカンパーイZ人海戦術で臨んだ〝かまくら〟づくり
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　４月より本格的に生産調整が実施され、所得を確保するため各部門においてコスト削減が求められます。
コスト削減は何も新しいことを始めなければ、ということはありません。いままでの基本技術をきちんと
行うことでコスト削減を図ることが可能です。�
　牧草の生育状況に合わせた施肥作業を行い、かつ収穫までの期間を適切に確保し、最も栄養価の高い時
期に収穫し、良質な粗飼料を確保する。当たり前のことかもしれませんが、このことが最もコスト削減に
つながる対策ではないでしょうか。�

［１］今年の積雪と土壌凍結状況�
　今年は昨年と同様、土壌凍結は10㎝前後で、平年
比で約１／３の深さです。積雪も平年より少ないた
め、融雪日も早まると考えられます。�
�
�
�
�
�
�
［２］施肥のタイミング�
　早春の施肥時期は萌芽期の施肥が最も収量が多く
なります。遅れれば遅れるほど、収量が減少する傾
向が見られます（図２）。�
　最近の萌芽期は表１のとおりです。雪解け後、ト
ラクターが草地に入れるようになれば、速やかに肥
料散布ができるよう、準備しましょう。�
�

図1　今年の土壌凍結状況（北根室普及センター）�

表1　近年の融雪期と萌芽期（北根室普及センター）�

図2　早春の施肥時期が1番草収量、�
　　　　有穂茎数に及ぼす影響（1985　松中・小関）�

d

d

d

d

施肥作業機、糞尿散布機の点検・整備�

草地の土壌凍結状況の把握�

糞尿散布・施肥の実施�

収穫適期の収穫・調製�

良質粗飼料の確保�

濃厚飼料の削減が可能�

牧草の萌芽に合わせた施肥の実施�

早期の散布により、収穫までの期間を確保。�
硝酸態Ｎ等の影響をできる限り少なく。�

繁殖成績の向上、疾病の減少!!

乳量１㎏あたりの生産コストの削減!!

融雪期�

萌芽期�

Ｈ17�

４／18�

５／４�

Ｈ16�

４／19�

５／７�

Ｈ15�

４／９�

４／24

Ｈ17�

４／10�

４／27

機構改革のため、４月１日より「北根室地区農業
改良普及センター」の名称が�

「根室農業改良普及センター北根室支所」�
に変わりました。�

お 知 ら せ �

普及センター通信�普及センター通信�

根室農業改良普及センター�

北根室支所�

272-2163

草地管理から行う
生産コスト低減対策
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農
協
に
勤
め
て
長
か
っ
た
よ
う
で

ア
ッ
と
い
う
間
の
十
一
年
間
で
し
た
。

海
の
町
で
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、

計
根
別
で
の
生
活
は
全
て
が
初
め
て

の
経
験
ば
か
り
で
し
た
。
牛
も
間
近

で
見
る
ま
で
は
、
あ
ん
な
に
大
き
い

も
の
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
金
融
課
、
販
売
課
、
燃
料

課
と
三
つ
の
部
署
で
の
仕
事
は
、
同

じ
職
場
な
の
に
内
容
の
違
い
に
戸
惑

う
ば
か
り
で
し
た
。
で
も
、
私
に
と

っ
て
は
良
い
刺
激
と
な
り
、
自
分
な

り
に
成
長
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

販
売
課
で
は
、
牛
に
接
す
る
機
会
が

あ
り
、
生
き
物
を
育
て
る
難
し
さ
と
体

長
は
大
き
い
け
ど
凄
く
可
愛
い
仕
草
を

す
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
牛
に
蹴
ら
れ

て
怪
我
も
し
ま
し
た
が
、
嫌
い
に
な
る

事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

燃
料
課
で
は
、
お
客
様
と
接
す
る

難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

販
売
課
の
時
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

た
方
が
ス
タ
ン
ド
に
来
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
、
人
の
繋
が
り
の
大
切
さ

を
知
り
ま
し
た
。

職
員
に
な
っ
た
と
同
時
に
野
球
部

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
り
、
練
習
の

積
み
重
ね
の
大
変
さ
、
試
合
で
勝
っ

た
と
き
の
喜
び
、
負
け
た
時
の
悔
し

さ
な
ど
色
々
な
感
情
を
味
わ
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

農
協
職
員
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、貴
重

な
経
験
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
夢
を
叶
え

る
為
に
再
出
発
し
ま
す
が
、
今
ま
で

学
ん
だ
事
を
活
か
し
て
、
沢
山
の
人

達
の
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
上
司
、
先

輩
、
後
輩
、
組
合
員
な
ど
の
皆
様
方

に
は
、
今
ま
で
私
を
支
え
て
頂
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
度
三
月
三
十
一
日
付
を
以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
、
人
工
授
精
師
と
し
て
奉
職
以
来
三
十
九

年
の
長
き
に
わ
た
り
農
協
の
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
訳
で
す

が
、
是
も
一
重
に
組
合
員
並
び
に
役
職
員
関
係
各
位
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
指
導
の
賜
物
と
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

計
根
別
農
協
の
役
割
と
責
務
が
地
域
に
と
っ
て
重
視
さ
れ

る
な
か
で
、
夫
々
の
部
署
で
様
々
な
順
風
あ
り
風
雪
を
体
験

し
、
酪
農
の
素
晴
ら
し
さ
や
楽
し
さ
を
知
り
、
そ
の
反
面
で

厳
し
さ
も
身
を
も
っ
て
体
験
致
し
ま
し
た
。
今
と
な
れ
ば
全

て
が
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
り
、
生
涯
の
宝
物
と
し
て
大
切

に
温
存
し
て
参
り
ま
す
。

退
職
後
は
、
そ
の
貴
重
な
教
訓
と
経
験
を
活
か
し
、
今
後

の
人
生
を
日
々
悠
々
と
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
酪
農
情
勢
厳
し
い
折
で
は
有
り
ま

す
が
、
皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

三
十
九
年
間
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

14

退職にあたって
購買事業部 部長　朝長　能成

退職にあたって
購買事業部 燃料課　小島由美子
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クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、企画　

課までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成18年４月20日まで

当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

あ
と
が
き

三
月
は
、
時
よ
り
降
り
続
く
雪
や
強
風
に
よ
り
、
春
を
待
ち
わ
び
る
計
根
別
に

も
、
ま
だ
ま
だ
長
い
冬
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
先
月
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
が
開

催
さ
れ
、奇
跡
的
な
優
勝
を
遂
げ
た
王
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
に
世
界
的
な
注
目
が
集
ま
り
、

雌
阿
寒
岳
も
八
年
ぶ
り
と
い
う
小
規
模
な
噴
火
活
動
が
記
録
さ
れ
る
な
ど
、
何
か

起
き
そ
う
な
予
感
が
し
ま
し
た
。

す
る
と
四
月
一
日
付
け
で
Ｊ
Ａ
内
に
も
十
年
ぶ
り
と
な
る
機
構
改
革
が
な
さ

れ
、
新
た
な
部
署
と
し
て
営
農
部
が
復
活
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
事
務
所
内
で
も
大

幅
な
人
事
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
か
ら
は
、
業
務
体
制
も
一
部
変
更
と
な
り
ま

す
が
、組
合
員
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
組
織
と
し
て
、

新
た
な
気
持
ち
で
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

【タテのカギ】
１　日本はこれに囲まれてい

る

２　ボルトとセットで使用す

る金具

３　青と紫を混ぜた色

４　敵にとらえられる

５　ふたつに折って枕の代わ

りに

７　洋風の手ぬぐい

９　女性の髪飾り

11 鳥が一人前になる

12 水に強い木材

14 遠くまで行くこと

17 休日の娯楽

19 セラー、レール、ラン

21 冷やし中華やトコロテン

に入れる香辛料

22 プライスカード

25 ジャマイカ名産の蒸留酒

【ヨコのカギ】
１　土用といえばこの魚を連

想

３　古くからいわれている教

訓

６　水、蜂、餡

７　⇔複利

８　３人で一組

10 原価

13 電圧の単位

15 無○○借用

16 店の入り口にさがってい

ることも

18 すごく大きい蛇

20 服などの材料

21 家に昔から伝わっている

もの

23 柔道の別名

24 円、棒、折れ線などの種

類がある

26 酸素の元素記号

27 ○○私欲

28 用をなさないこと

15

クロスワードパズル３月号の答え�

ケイチツ�
抽選の結果下記の方が当選いたしました。�

すてきなプレゼントを差し上げます。�

企画振興係でお受け取り下さい。�

武田　州司さん　斉藤　長市さん�
長谷川　恋さん　株田　敏子さん�
根岸　榮子さん　　　　　　　　　　�
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〝パッチワーク〟
本年度、女性部では設立50周年を迎え、記

念事業の一環として部員全員で〝パッチワー

ク〟づくりに取り組み３月16日見事に完成し

ました。これは、各支部からそれぞれのパッ

チワークが持ち寄られ、実行委員や三役の手

で一つの大きなパッチワークへとなりました。

このパッチワークも農協事務所内に飾られる

予定です。組合員の皆様も農協へ来所の際は

是非一度ご覧になってください。

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
で
新
年
度
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今

時
の
生
乳
出
荷
規
制
で
は
、
生
産
者
の
皆
様
に
大
変
な
苦
労
が
強
い

ら
れ
、
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
所
で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
何
と
か

当
農
協
の
目
標
数
量
を
守
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

四
月
以
降
の
需
給
状
況
も
思
わ
し
く
な
く
、
心
痛
む
日
々
が
続
き

そ
う
で
す
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
今
年
度
に
お
い
て
前
年

対
比
三
％
位
の
減
産
が
確
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
様

な
増
産
方
向
で
の
計
画
生
産
と
は
状
況
が
全
く
違
っ
て
し
ま
い
ま

す
。農

協
と
し
て
も
、
こ
の
緊
急
事
態
を
踏
ま
え
、
機
構
改
革
と
人
事

刷
新
を
新
年
度
よ
り
進
め
ま
す
。
大
き
な
柱
と
な
る
の
は
、
独
立
さ

せ
た
営
農
部
。
減
産
下
や
手
取
り
乳
価
も
落
ち
込
む
酪
農
環
境
を
し

っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
布
陣
を
作
っ
た
つ
も
り
で
す
。
酪
対
の
仕

事
も
営
農
部
に
取
り
込
み
、
計
画
に
沿
っ
た
確
実
な
生
乳
生
産
と
手

取
り
乳
価
に
耐
え
得
る
営
農
指
導
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

出
荷
規
制
、
生
乳
の
廃
棄
と
将
来
が
悲
観
的
に
な
る
様
な
こ
と
が

続
き
ま
す
が
、
総
体
を
見
ま
す
と
ま
だ
九
十
七
％
の
牛
乳
が
確
実
に

販
売
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
自
ら
の
経
営
を
見
直
し
、
新
た
な
視
点

を
探
り
、
不
屈
の
気
持
ち
を
持
っ
て
す
れ
ば
道
は
開
け
ま
す
。

た
か
が
三
％
の
減
産
、
さ
れ
ど
三
％
。
我
々
の
牛
乳
に
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
こ
の
難
局
を
克
服
出
来
ま
す
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日

纐
纈
　
成
喜


